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片側畦畔から100Zの薬液を散布し，これの往復両側散
摘 要

布によって200Z/10aの散布量とすれば，イネ紋枯病を

11966-68年にわたりカーペツトスプレーヤー，ス．もっともよく防除することができる。

ワーススプレーヤーで，ネオアソジン液剤，ポリオキシ
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別のイネ紋枯病防除効果を調査した。の防 除 技 術 ．

4短辺長18mの水田で出穂前のイネを対象として，
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流入施薬に関する研究

第8報ニカメイチュウに対するMPP乳剤，ダイアジノン乳剤の効果

嘉藤省吾・常楽武男（富山県農業試験場）

をいただいた。ここにお礼を申し上げる。流入施薬によるニカメイチュウ防除は,BHC乳剤に

よりその実用的効果が認められ，大型水田の集団流入が
1〕

可能であることは，すでに報じたとおりであり，現地に
4）

おいては流入施設を設磁して1世代虫を対象に集団流入

を実施しており，実用化の段階に達している。

また,BHC乳剤以外の流入施薬剤として,MPP乳
2）

剤の効果を第6報で報告し,BHC乳剤並ぶの実用的効

果が期待できる結果を得た。

そこで本報では9MPP乳剤の効果の再確認と，岡山
3）2〕

農試の試験や第6報のポット試験で有効であったダイア

ジノン乳剤の効果程度の検討を目標として，現地大型水

田で1．2世代虫を対象に実施した実用化試験の結果を

報告する。

現地試験実施にあたっては，上市農業改良普及所，上

市町農協宮川支所，上市町農業共済のかたがたにご協力

I 試 験 方 法

1世代虫試験

試験地・条件中新川郡上市町竹鼻の基盤整備水田

で1筆30a,1区3筆とした。試験区総面積3haで,供

試稲品種は越路早生，ホウネンワセ，とみさかえ，新木

2号，日本晴などの早・中・晩生稲，栽培管理は現地慣

行によった。

ニカメイチュウ第1回発蛾状況は最寄予察灯の上市町

森尻で発蛾最盛期は6月10日，平年より3日遅く，発生

量は平年よりや上少なかった。

試験区・薬剤処理状況第1表に示したとおりで，

薬剤処理は6月20日に行なった。

薬剤滴下は試験ほ場の上流103m以上の地点に定量滴 ’
第1表1世代試験流入処理状況
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処理日は6月20日，
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処理日は6月20日，慨行防除:BHC3%粉剤3kg/lOa6月18日散布

水凪測定は開放ぜきによる

梨剤油下塾旺は定吐滴下サイホン式（容鵠はドヲムカソ）








